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このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

令
和
４
年
第
１
回
議
会
定
例
会
は
、
３
月
９

日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
契
約
締
結
、
土

地
の
取
得
、補
正
予
算
、令
和
４
年
度
当
初
予
算
、

委
員
の
推
薦
同
意
、
副
町
長
の
選
任
、
教
育
長

の
任
命
、
議
員
発
議
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令和４年度当初予算

総額245億7,370万7千円

会　　　　　　計 予　　算　　額 前　年　度　比

一　 般　 会　 計 ２１１億円 １３３億円 ↘

特　

別　

会　

計

国民 健 康 保 険 １２億９，２８６万５千円 １，１８２万６千円　↗

公有林整備事業 １９４万６千円 ２８万４千円 ↘

公共下水道事業 １１億１，２７５万８千円 ７億９，７１７万２千円 ↘

介 護 保 険 １０億５，７０８万９千円 ２，３１５万８千円 ↘

後期高齢者医療 ９，０４９万円 １８１万３千円 ↗

前年度より前年度より１４１億６９７万５千円１４１億６９７万５千円☟DOWN☟DOWN

【人　事】
副町長の選任

・平
ひらいわ

岩　邦
くに

弘
ひろ

　氏
　（両竹）

【人　事】
教育委員会教育長の任命

 ・舘下　明夫　氏
　（長塚１）

【土地の取得】

●�町道双葉インター線用地と
して、双葉町大字松倉字蛇

喰地内の土地7,125.07㎡を

取得するため

●�中野地区復興産業拠点整備
事業用地として、双葉町大

字中野字原田地内の土地

10,044㎡を取得するため

※
詳
し
い
内
容
は
広
報
ふ
た
ば
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

条例の制定・一部改正

●押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
デジタル時代に向けた規制・制度の見直しの一環として、町条例において定めている押印規定
を削除するために制定

●令和４年度東日本大震災等による被災者に対する町税等の減免に関する条例の制定
東日本大震災及び原子力災害の被害を受けている納税義務者の税負担等の軽減を図るために制定

●双葉町個人情報保護条例の一部改正
行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律及び独立行政法人等の保有する個人情報の保
護に関する法律が廃止されることに伴う一部改正

●双葉町副町長の定数を定める条例の一部改正
町民の生活支援や町の復興・再生のさらなる推進、役場機能の町内への移転など山積する諸課
題に対応するため、副町長の定数をこれまでの１名から２名に改正するもの

●職員の育児休業等に関する条例の一部改正
国家公務員に係る「妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のために講じる措置」のうち、非常
勤職員の育児休業等の取得要件が緩和されることに伴う一部改正

●職員の給与に関する条例の一部改正
職員の通勤手当の額を改正するための一部改正

●双葉町敬老祝金支給条例の一部改正
90歳以上の方への敬老祝金及び満100歳になられた方への特別敬老祝金を引き上げるための一
部改正

●双葉町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正
地域包括支援センターの職員にかかる基準及び員数について、介護保険法施行規則で定める基
準に従い整備するための一部改正

●双葉町消防団設置等に関する条例の一部改正
消防団員の出動手当を廃止し、出動報酬を創設するほか、費用弁償額の見直しや消防活動に伴
う手当を追加するための一部改正

●�福島県最低賃金の引き上げと早期発効
を求める意見書提出の請願について

　総務教育常任委員会で審査し、願意が妥当と
認められ、全会一致で採択と決定しました。そ
の後議員発議で議案（意見書案）が提出され、
全会一致で可決し、関係機関へ意見書を送付し
ました。

（意見書は４ページに掲載）

石熊橋（上部工）橋梁災害復旧工事請負契約
　契約額　４，９５０万円
　相手方　東日本コンクリート株式会社　
　　　　　福島営業所　所長　白石秀仁

　事業費の確定などにより多くの科目で減額補
正となりました。

第１回
定　例　会
３月９日～16日

請願のゆくえ 契約の締結

主な補正予算
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３
月
16
日
の
定
例
会
最
終
日
に
、
１
名
の
議
員
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
人
道
支
援
に
つ
い
て
、
町
長
に
対

し
て
緊
急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

菅
野　

博
紀　

議
員

【
質
問
】　
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
で
は
紛
争
が
激
化
し

て
い
る
。
人
道
支
援
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
を
問
う
。

【
町
長
答
弁
】　
町
と
し
て
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
再
質
問
】　

大
使
館
等
に
何
が
必
要
か
確
認
し
、
素
早

い
対
応
が
取
れ
る
か
伺
う
。

【
町
長
答
弁
】　

適
切
な
支
援
と
な
る
よ
う
、
素
早
い
行

動
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

【
緊
急
質
問
と
は
？
】

　

一
般
質
問
と
は
別
に
、
突
然
の
自
然
災
害
や
少

し
で
も
早
く
対
応
し
て
ほ
し
い
緊
急
事
件
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
、
議
会
の
同
意
を
得
て
行
う
質
問
で

す
。

議員発議議員発議 請願の採択を受け、石田翼議員より、下記のとおり意見書（案）が提出され、
全会一致で可決し関係機関に意見書を送付しました。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
　変異株オミクロン株による流行の第六波は、若年層での拡大が顕著となっており、製造業を中心に、
海外サプライチェーンの影響による部品・資材不足による休業、生産調整などを余儀なくされるなど、
県内の雇用と労働環境に及ぼす影響は未知数です。
　一方で、福島県では、少子高齢化と人口の減少・流出が進み、震災当時と比較して生産年齢人口は
約20万人も減少し、人手不足を補うための外国人労働者数も増加傾向にあります。加えて、障がい者
雇用数も全国平均を上回り、パート労働者、契約社員・派遣社員などの非正規労働者は雇用全体の約
４割を占めるなど雇用形態の多様化も進んでいます。勤労意欲喚起による生産性向上と社会の格差是
正を目的とした、政府の同一労働同一賃金の趣旨に鑑みるとともに、コロナ感染の影響を見据えたセー
フティネットの強化策及び人口流出抑制策としても最低賃金引き上げと早期発効は喫緊の政策でもあ
ります。
　よって、双葉町議会は福島県の一層の発展をはかるため、最低賃金法の趣旨を踏まえ、福島県最低
賃金に関する、次の事項について強く要望します。

１．福島県最低賃金は､ 毎年年率３％程度を目途に引き上げをはかること。
　　�特に、日本は20年以上も賃金の低下傾向が続き、先進国で取り残されている状況を踏まえるとと
もに、2021年５月の経済財政諮問会議で、早期に最低賃金全国平均1,000円引き上げを目指すと
した政府の積極姿勢を重く受け止めていただきたい。

２．�中小企業等が最低賃金引上げ原資捻出のため、価格転換を始めとした環境整備の充実、強化を図
ること。

３．�最低賃金引上げは賃金の多寡と人口移動の相関関係も示されており、労働力確保や人口流出抑制
等も多様な政策誘導として取り組むこと。

４．�福島県最低賃金の改定諮問時期は、労働者間の均衡や景気への影響も考慮し、可能な限り早め早
期の発効に努めること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
� 福 島 県 双 葉 町 議 会
提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣　福島労働局長

緊
急
質
問
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双
葉
町
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
及
び

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
に
か
か
る
主
な
質
疑
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

質
疑
内
容

双
葉
町
副
町
長
の
定
数
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

【
問
】
岩
本
久
人

　

２
名
体
制
の
役
割
分
担
を
問
う
。

【
答
】
町
長

　

双
葉
町
内
で
の
役
場
機
能
の
再

開
、そ
の
後
の
業
務
は
多
岐
に
渡
る
。

２
名
に
全
体
を
網
羅
し
て
も
ら
う
。

【
問
】
岩
本
久
人

　

役
場
が
町
内
に
帰
還
し
て
も
、
町

外
に
避
難
し
て
い
る
町
民
へ
の
支
援

を
怠
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
庁
内
の

マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
し
た
体
制
づ
く

り
を
お
願
い
し
た
い
。

【
答
】
町
長

　

ご
指
摘
の
あ
っ
た
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
覚
悟
を
持
っ
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い

く
。

令
和
４
年
度

　
　
　

一
般
会
計
予
算

【
問
】
岩
本
久
人

　

前
年
度
未
執
行
事
業
の
繰
越
事
業

に
つ
い
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
も
あ

る
と
思
う
が
、
各
課
横
断
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

【
答
】
町
長

　

次
年
度
繰
越
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
ご
指
摘
の

あ
っ
た
点
に
つ
い
て
横
断
的
に
課
の

連
携
を
含
め
総
合
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

【
問
】
菅
野
博
紀

　

職
員
確
保
に
つ
い
て
、
国
・
県
か

ら
の
人
員
支
援
の
長
期
派
遣
は
可
能

か
。

【
答
】
町
長

　

国
・
県
の
人
員
派
遣
に
つ
い
て

は
、
引
継
ぎ
期
間
を
十
分
に
設
け
て

ス
ム
ー
ズ
な
業
務
執
行
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

双葉町の農業再生に関する調査（令和３年12月23日外、全４回）

【調査目的】
　�町では令和３年４月に「双葉町地域営農再開ビジョン」を策定し
たことから、当ビジョンの内容について説明を受けるとともに農
地保全管理が行われている地区の現状や今後の農業再生に向けた
課題を把握することを目的とし調査を実施

【調査方法】
　農業振興課による説明
　双葉町農地保全管理組合員に対するアンケート調査の分析

【委員会提言】
　①発展的な農業再生に向けた予算確保
　②農商工連携を通じた担い手確保
　③地域おこし協力隊制度等を活用した営農体制の構築
　④農業を支える方々を勇気づけるコミュニケーション体制の充実

議会の定例会は、年４回（３月・６月・９月・12月）開催されます。
　傍聴もできますので、お気軽にお越しください。
　開会日が決まると、日程や開催場所などホームページでお知らせしますが、問い合わせ等ござ
いましたら、議会事務局（双葉町役場いわき事務所）までご連絡ください。
� ☎０２４６ー８４ー５２００（代表）

産業厚生常任委員会調査報告書

委 員 長：山根　辰洋
副委員長：作本　信一
委　　員：岩本　久人　
　　　　　高萩　文孝
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３月定例会の採決状況３月定例会の採決状況
件　　　名 議決結果

押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 原案可決

令和４年度東日本大震災等による被災者に対する町税等の減免に関する条例の制定について 原案可決

双葉町個人情報保護条例の一部改正について 原案可決

双葉町副町長の定数を定める条例の一部改正について 原案可決

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決

職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

双葉町敬老祝金支給条例の一部改正について 原案可決

双葉町包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決

双葉町消防団設置等に関する条例の一部改正について 原案可決

石熊橋（上部工）橋梁災害復旧工事請負契約の締結について 原案可決

土地の取得について 原案可決

土地の取得について 原案可決

令和３年度双葉町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

令和３年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

令和３年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決

令和３年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

令和３年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決

令和４年度双葉町一般会計予算 原案可決

令和４年度双葉町国民健康保険特別会計予算 原案可決

令和４年度双葉町公有林整備事業特別会計予算 原案可決

令和４年度双葉町公共下水道事業特別会計予算 原案可決

令和４年度双葉町介護保険特別会計予算 原案可決

令和４年度双葉町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任答申

双葉町副町長の選任について 同 　 意

双葉町教育委員会教育長の任命について 同 　 意

双葉町議会委員会条例の一部改正について 原案可決

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書案 原案可決

常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 決 　 定

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 決 　 定
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一般
質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただ
すものです。
　ここでは３月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目した
い質問を取り上げます。

【 菅野 博紀 議員 】

１．補償・賠償について
２．双葉町の復興について
３．双葉町の除染について

注目

【 山根 辰洋 議員 】

１．町の福祉サービス提供の検討状況について
２．住民参加型の公共施設の建設について
３．中小企業者の再生について
４．企業の雇用環境整備について

【 石田 翼 議員 】

１．帰還困難区域の除染とインフラ整備などについて
２．せんだん温泉の再開について
３．町民参加の行事について

注目

注目

町政町政にに切切りり込込む !む !



令和４年６月発行（8）第 139 号

質
　
問

　

現
在
、
中
間
指
針
の
方
針

で
補
償
・
賠
償
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
納
得
で
き
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
間

指
針
に
よ
ら
ず
、
被
害
状
況

に
あ
っ
た
現
実
的
な
補
償
・

賠
償
を
東
京
電
力
に
求
め
る

時
期
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

行
政
と
し
て
中
間
指
針
へ

反
映
で
き
る
具
体
的
な
提
案

の
た
め
情
報
収
集
に
努
め
、

東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
に
対
し
被

害
者
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な

対
応
、
被
害
実
態
に
即
し
た

賠
償
を
行
う
こ
と
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。

再
質
問

　

そ
の
法
律
で
は
な
い
中
間

指
針
を
基
礎
に
賠
償
を
す
る

こ
と
自
体
が
お
か
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

中
間
指
針
は
法
律
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
考
え
方

が
定
例
化
し
て
い
る
現
状
で

は
中
間
指
針
を
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
最
高
裁
判
所
に

お
い
て
中
間
指
針
が
被
害
実

態
に
見
合
っ
て
い
な
い
と
い

う
実
情
を
認
め
た
こ
と
を
受

け
、
裁
判
に
参
加
し
て
い
な

い
町
民
全
員
に
も
水
平
展
開

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

再
々
質
問

　

東
京
電
力
内
部
に
お
い

て
、
賠
償
は
払
い
過
ぎ
だ
と

い
う
考
え
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
会
社
に
廃

炉
作
業
を
任
せ
ら
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

原
因
者
で
あ
る
東
京
電
力

Ｈ
Ｄ
㈱
が
責
任
を
持
っ
て
最

後
ま
で
取
り
組
む
こ
と
が
責

任
の
取
り
方
で
あ
り
、
そ
う

さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

答 問
東
京
電
力
に
対
し
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
で
、

被
害
実
態
に
即
し
た
賠
償
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
く

中
間
指
針
に
よ
ら
ず
被
害
状
況
に
即
し
た
補
償
・
賠
償
を

求
め
る
べ
き
だ
が
、
町
長
の
考
え
を
問
う

菅野 博紀 議員

＜菅野議員のその他の質問（概要）＞

双葉町の復興について
質　　問：�令和３年度の工事は問題なく進んでいるか。町への帰

還希望者は何名か。

町長答弁：�繰越事業を除き、順調である。上水道給水申込世帯数
は15世帯。

再  質  問：�県発注高架橋工事の完成は予定通りか。ルールを守ら
ない作業が目立つ。町からの注意体制をとってほしい。
準備宿泊者のニーズ把握は大事だと思うがいかがか。

町長答弁：�ルールを守らない業者には再発防止策をとった。準備
宿泊者のニーズ把握に努める。

建設課長答弁：高架橋については令和７年度に全線開通予定。

双葉町の除染について
質　　問：�国の示した方針は全域除染ではない。国ができなけれ

ば東京電力HD㈱が責任を果たすべきでは。

町長答弁：�国には帰還困難区域全域を避難指示解除するために必
要な除染・解体を求めている。

動画でも視聴可能です。



第 139 号（9）令和４年６月発行

質
　
問

　

本
年
秋
頃
に
災
害
公
営
住

宅
等
の
入
居
が
開
始
さ
れ
ま

す
が
、
町
と
し
て
今
後
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
再
構
築
に
向
け

た
方
向
性
に
つ
い
て
の
検
討

状
況
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

帰
町
す
る
町
民
の
皆
さ
ん

が
孤
立
し
な
い
よ
う
段
階
的

な
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
ま

ず
は
訪
問
に
よ
る
見
守
り
、

相
談
支
援
体
制
を
整
備
す
る

こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
等
と
連
携
し
、
帰
町
状
況

に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

再
質
問

　

近
隣
町
と
の
サ
ー
ビ
ス
連

携
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
把
握
を
さ
れ
て
い
る
か

伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

し
っ
か
り
と
近
隣
町
の
取

組
も
調
査
し
、
庁
内
で
も
検

討
い
た
し
ま
す
。

再
々
質
問

　

帰
町
当
初
は
ど
の
年
齢
層

の
方
が
多
く
な
る
と
想
定

し
、
ま
た
、
い
つ
ま
で
に
、

ど
の
程
度
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

水
準
に
す
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

意
向
調
査
の
状
況
か
ら
、

高
齢
の
方
の
帰
還
が
多
い
と

想
定
し
て
お
り
ま
す
。
帰
町

の
状
況
に
よ
っ
て
随
時
検
討

を
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

＜山根議員のその他の質問（概要）＞
住民参加型の公共施設の建設について
質　　問：�駅西公営住宅建設にあたり、反映した住民意見につい

て伺う。
町長答弁：延べ106名から意見を聞き、設計に反映した。
再  質  問：�公共事業建設の経過や住民意見を公開することが関係

人口創出につながると思うが考えを伺う。
町長答弁：関係する担当課と検討しながら対応する。
再々質問：公共施設建築後のアフターリサーチは実施するか。
町長答弁：検討したい。

中小企業者の再生について
質　　問：�中小企業再生のために町としてどのような考え方を

持っているか。
町長答弁：�産業交流センター近隣に新たな商圏が生まれつつあり、

このような流れを好機と捉え賑わい創出につなげる。
再  質  問：�中小企業単独での再生には、寄り添った支援が必要だ

と思うが。
町長答弁：�どのような支援が必要かも含めて関係団体と議論していく。
再々質問：移住者の力を借りた小規模事業再生も考えられるが。
町長答弁：移住者による事業再生も積極的に取り組んでいきたい。

企業の雇用環境整備について
質　　問：誘致企業に関して、現状の課題と対応を問う。
町長答弁：関係機関と連携して人材確保支援に努めていく。
再  質  問：�解除後５年の目標人口2,000人の達成には雇用支援が

重要と考えるがいかがか。
町長答弁：�人を呼び込むための方策をしっかり捉えながら取り組む。
再々質問：状況変化に合わせて計画変更も必要と考えるが。
町長答弁：総合的に町の魅力を高め人口増加につなげていきたい。

答 問
ま
ず
は
見
守
り
・
相
談
支
援
体
制
を
整
備
し
、

段
階
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

町
内
災
害
公
営
住
宅
等
に
お
け
る

今
後
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
再
構
築
の
方
向
性
を
問
う

山根 辰洋 議員

動画でも視聴可能です。
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質
　
問

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

内
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
と
同

様
に
帰
還
困
難
区
域
内
の
除

染
・
家
屋
解
体
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
進
め
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

町
長
答
弁

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

外
の
避
難
指
示
解
除
に
つ
い

て
、
政
府
に
お
い
て
方
針
が

決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

行
政
区
長
の
皆
さ
ん
に
行
政

区
ご
と
の
意
見
集
約
を
お
願

い
し
、
９
行
政
区
連
名
で
の

要
望
書
の
提
出
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
帰
還
困
難

区
域
内
の
除
染
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
求
め
て
い
く
と
と

も
に
、
政
府
方
針
を
踏
ま
え

つ
つ
、
今
後
、
行
政
区
長
の

皆
さ
ん
と
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
丁
寧
に
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
く
考
え
で
お
り
ま

す
。再

質
問

　

住
民
の
故
郷
を
思
う
気
持

ち
を
大
事
に
し
、
帰
属
意
識

を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
に
、

９
行
政
区
か
ら
出
さ
れ
た
要

望
書
に
対
し
て
の
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

そ
れ
ぞ
れ
行
政
区
の
考
え

方
を
し
っ
か
り
と
国
に
届

け
、
皆
さ
ん
の
希
望
に
沿
っ

た
取
組
み
を
進
め
る
考
え
で

お
り
ま
す
。

　

帰
還
困
難
区
域
に
お
け
る

山
林
の
除
染
に
つ
い
て
、
住

宅
か
ら
20
メ
ー
ト
ル
を
除
染

す
る
キ
ワ
除
染
の
改
善
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
一
番
厳
し
い
課
題
に

な
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す

が
、
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

答 問
政
府
方
針
を
踏
ま
え
つ
つ
、
行
政
区
長
の
皆
さ
ん
に

丁
寧
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く

帰
還
困
難
区
域
内
の
除
染
・
家
屋
解
体
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
も

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か

石田 翼 議員

動画でも視聴可能です。

＜石田議員のその他の質問（概要）＞

せんだん温泉の再開について

質　　問：�町の癒しの場としてせんだん温泉の再開の考えはあ

るか。

町長答弁：�温泉施設である青年婦人会館は建物解体し、温泉井

戸については状況確認ができていないため、活用に

ついては今後検討していきたい。

町民参加の行事について

質　　問：�町民号などの町民参加の行事を再開する考えはある

か。

町長答弁：�町民の皆さんが全国に避難されている状況や新型コ

ロナウイルス感染症の感染状況など、多くの課題が

あるが、十分検討を行い、早い時期に判断したい。



第 139 号（11）令和４年６月発行

　双葉町いわき事務所において、町執行部及び環境省より下記の事項について説明が行われ
ました。

＜町＞
「双葉町の復興・再生に向けた取組について（特
定復興再生拠点区域の避難指示解除に向けて）」
及び「拠点区域外の避難指示解除の取組の進め
方について」（住民生活課）

＜環境省＞
中間貯蔵施設事業の状況等について

全員協議会全員協議会　４月22日　４月22日

　３月２日、双葉町いわき事務所にお
いて帰還困難区域関係区長の会（羽鳥、
石熊、山田、三字、細谷、寺松、渋川、
鴻草、下長塚各区長）から議会に対し、
要望書が提出され受領しました。

内容
１．�町帰還困難区域全域の除染、家屋

の解体を早期に進めること
２．�区長会と国、関係機関との懇談会
の早期開催について要望すること

●専決処分の承認について
　 ・令和３年度双葉町一般会計補正予算（第８号）				    原案承認
　 ・令和３年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）		  原案承認
　 ・双葉町税条例等の一部改正について					     原案承認
　 ・双葉町国民健康保険税条例の一部改正について				    原案承認
　 ・令和４年度双葉町一般会計補正予算（第１号）				    原案承認
●備品購入契約の締結について　【双葉町仮設庁舎備品購入（その１）】	 原案可決
●備品購入契約の締結について　【双葉町仮設庁舎備品購入（その２）】	 原案可決
●備品購入契約の締結について　【双葉町仮設庁舎備品購入（その３）】	 原案可決
●備品購入契約の締結について　【双葉町仮設庁舎備品購入（その４）】	 原案可決　
●備品購入契約の締結について　【双葉町仮設庁舎備品購入（その５）】	 原案可決　
●備品購入契約の締結について　【双葉町仮設庁舎備品購入（その６）】	 原案可決

９行政区の行政区長による要望９行政区の行政区長による要望　３月２日　３月２日

第２回議会臨時会第２回議会臨時会　4月22日　4月22日

【町説明】



令和４年６月発行（12）第 139 号

　

今
号
か
ら
議
会
報
編
集
委
員
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
避
難
指

示
解
除
が
間
近
に
迫
り
、
生
活
環
境
の

整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
で
議
会
と
し
て
も
よ
り
良
い
町

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
判
断

や
調
査
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
わ
か
り
づ
ら
い
と

言
わ
れ
て
し
ま
う
議
会
で
す
が
、
少
し

で
も
多
く
の
情
報
を
発
信
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
の
声

を
直
接
お
伝
え
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

 （
山
根
）

【
編
集
委
員
会
】

�

委 

員 

長　

山
根
辰
洋

　

副
委
員
長　

小
川
貴
永

　

委　
　

員　

石
田　

翼

　

委　
　

員　

作
本
信
一

編
集
後
記

議
会
の
う
ご
き

双葉町議会事務局
電話:0246-84-5200
FAX:0246-84-5212
メールアドレス:
gikai@town.futaba.fukushima.jp

３ 

月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

�

帰
還
困
難
区
域
関
係
区
長
の
会

か
ら
要
望
書
受
領　

９
日
～
16
日

　
　
　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

11
日　

双
葉
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

東
日
本
大
震
災
双
葉
町
追
悼
式

23
日　

町
立
双
葉
南
小
・
北
小
学
校
卒
業
式

　
　
　

町
立
ふ
た
ば
幼
稚
園
修
了
式

25
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　

�

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱　
　
　

要
求
書
手
交

28
日　

県
立
大
野
病
院
に
関
す
る
要
望
活
動

　原子力損害賠償について、最高裁判所において原子力
損害賠償紛争審査会が策定した中間指針を上回る判決の
確定を受け、３月25日、町と合同で東京電力ホールディ
ングス㈱に対し、「訴訟に加わっていない町民に対しても
同額の賠償がなされるべき」と賠償の上乗せについて要
求書を手交しました。

東京電力HD（株）に要求書を手交しました東京電力HD（株）に要求書を手交しました

議会だよりへの議会だよりへの
ご意見･ご感想ご意見･ご感想をを
お寄せください。お寄せください。

４ 

月

５
日　

静
岡
県
議
会
議
員
行
政
視
察

６
日　

町
立
小
・
中
学
校
合
同
入
学
式

　
　
　

町
立
ふ
た
ば
幼
稚
園
入
園
式

12
日　

�

原
子
力
損
害
賠
償
に
係
る
国
会

議
員
要
望
活
動

13
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

令
和
４
年
第
２
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

28
日　

双
葉
町
相
馬
流
れ
山
踊
り
保
存
会
総
会

　
　
　

双
葉
町
婦
人
会
総
会

５ 

月

10
日　

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会
会
議

13
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

�

原
発
事
故
に
よ
る
帰
還
困
難
区
域
を

抱
え
る
町
村
の
協
議
会
要
望
活
動

16
日　

�

福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町

協
議
会
要
望
活
動

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

令
和
４
年
第
３
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

18
日　

�

福
島
県
議
会
企
画
環
境
委
員
会　
　
　

町
内
視
察

23
日　

双
葉
町
商
工
会
総
会

24
日　

�
双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会　
　
　

議
員
研
修

27
日　

�

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合　
　
　

議
会
定
例
会

30
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

31
日　

広
域
移
動
販
売
に
係
る
協
定
締
結
式


